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集
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４
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
、
22
人
の
議
員
が
決
定
し
ま

し
た
。
市
議
会
で
は
５
月
の
臨
時
会
で

新
た
な
委
員
会
等
組
織
が
発
足
し
ま
し

た
。
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
新

人
議
員
２
人
を
含
め
７
人
で
編
集
を
行

い
ま
す
。
今
回
は
５
月
の
臨
時
会
、
６

月
の
定
例
会
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

議
案
に
対
す
る
質
疑
、
審
議
し
た
議

案
の
結
果
、
一
般
質
問
等
、
議
会
だ
よ

り
は
議
会
の
内
容
を
市
民
の
皆
様
に
お

伝
え
す
る
一
つ
の
手
段
で
あ
り
ま
す
。

議
会
の
内
容
を
身
近
に
感
じ
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
、
編
集
し
て
い
く
所
存
で

す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
発
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ご
意
見
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
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６
月
定
例
会
の
最
終
日
に
、
議
員
提

出
議
案
の
意
見
書
５
件
が
提
出
さ
れ
、

審
査
の
結
果
、
４
件
は
原
案
の
と
お
り

可
決
、
１
件
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
内
閣
総
理

大
臣
を
は
じ
め
、
関
係
行
政
庁
等
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
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テ
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築
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の
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支
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を
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１　

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
良
質
な
人

材
を
確
保
す
る
た
め
国
家
戦
略
と
し

て
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

特
に
介
護
人
材
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
５
年
に
向
け
て
さ
ら
に
１
０
０
万

人
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
、
次
期
介
護
報
酬
改
定
に
向
け

て
的
確
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

　
　

ま
た
、
外
国
人
材
の
活
用
が
議
論

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
介
護
人
材

の
社
会
的
評
価
に
与
え
る
影
響
を
十

分
考
慮
し
、
慎
重
な
議
論
を
行
う
こ

と
。

２　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、

在
宅
訪
問
診
療
に
係
る
改
定
が
行
わ

れ
た
が
、
市
区
町
村
の
現
場
に
お
い

て
集
合
住
宅
な
ど
へ
の
訪
問
診
療
が

大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
た
め
、
改
定
の
影
響
に
つ
い

て
実
態
調
査
を
行
い
、
適
切
な
対
応

を
行
う
こ
と
。

３　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
創
設

さ
れ
る
連
携
協
約
制
度
の
活
用
な
ど
、

広
域
行
政
上
の
取
り
組
み
事
例
の
周

知
な
ど
、
市
区
町
村
へ
の
適
切
な
情

報
提
供
に
努
め
る
こ
と
。

４　

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
趣
旨

に
添
い
、
平
成
26
年
度
に
引
き
続
き
、

消
費
税
を
財
源
と
す
る
財
政
支
援
制

度
を
拡
充
す
る
こ
と
。
ま
た
、
本
年

度
の
基
金
に
つ
い
て
は
趣
旨
に
添
い
、

適
切
な
配
分
に
留
意
す
る
こ
と
。

５　

特
養
待
機
者
52
万
人
と
い
う
数
字

が
発
表
さ
れ
た
が
、
特
養
入
所
者
の

重
点
化
に
伴
い
、
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
困
難
な
低
所
得
・
低
資

産
の
要
介
護
高
齢
者
の
地
域
に
お
け

る
受
け
皿
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
区

町
村
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。
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１　

P
M
2
・
5
の
発
生
源
の
実
態
や

構
成
成
分
の
解
明
を
し
た
上
で
、
法

律
に
基
づ
く
国
民
に
わ
か
り
や
す
い

注
意
発
令
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
環
境
基
準
を
維
持
で
き
る

よ
う
国
内
外
の
発
生
抑
制
対
策
を
推

進
す
る
こ
と
。

２　

国
と
地
方
自
治
体
と
の
連
携
を
強

化
し
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
。

３　

P
M
2
・
5
に
よ
る
肺
機
能
や
呼

吸
器
系
症
状
等
へ
の
健
康
影
響
に
関

す
る
調
査
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

研
究
結
果
に
基
づ
く
指
針
等
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
実
施
で

き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

給
付
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奨
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制
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の
創
設
を
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付
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若
者
に
高
等
教
育
の
機
会
を
保
障
す

る
た
め
に
、
経
済
的
困
難
の
程
度
に
応

じ
て
経
済
的
支
援
を
行
う
給
付
制
奨
学

金
を
早
期
に
創
設
す
る
こ
と
。
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手
話
が
音
声
言
語
と
対
等
な
言
語
で

あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
に
広
め
、
き
こ

え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に
つ
け
、

手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話
が
使
え
、

更
に
は
手
話
を
言
語
と
し
て
普
及
、
研

究
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
を
目

的
と
し
た
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」

を
制
定
す
る
こ
と
。
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